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の地位が向上したことです。今申しましたように、狂言師の実力は戦前のある時期からある高みに到達していた。にもかかわらず人々の を見 目が、能に比べて著しく公平さを欠いていまし 。端的に申しますと、狂言を能よりも一段低いものとして不当に軽視する。これが能楽堂の観客の 般的な態度だっ んです。昔の入門書の類には、よく「狂言は能と能との間の慰みだ」 「刺身のつまのようなものだ」というような書かれ方がされておりました。　
能は明治維新で著しく衰微し存続が危ぶまれたわけで
すが、やがて再興 ていきます。そ 後援 したおもな人々は、新興の財閥であったり 旧公家・大名などの華族階級でした。旧公家・大名と った、江戸時代から能・狂言を見続けていた階層の人々は能楽全体について精通していた人が多かったので、狂言について 見識がありました。私は三宅藤九郎さんからうかが ことが
ありますけど、前田利鬯という、大聖寺様と呼ばれていた、金沢大聖寺藩の大名出身の方などは、能も狂言も非常によく知っていて、狂言についても、いい意味で厳しい批評をしてくれたそうです。　
ところが、近代になってからにわかに能楽堂へ行くよ
うになった人々の中には、謡を習って能を見に行くものの、習っている先生 能が終わって狂言が始まる 、自分とは関係ないことのように思 、ガヤガヤと話し始めるこ がよくあったんですね。　
江戸時代までの狂言がどうだったか詳しくは存じませ
んが、能楽そのものが武家式楽の芸能として演じられていたわけですから、それほど不当な扱いは受けなか たと思 ます。しかし、明治以後は、先ほど申しま たように新興階級の人たちがパトロン的存在として幅を利かせた、という一面があったんですね。　
そういう光景は、私などが能を見始めた昭和三〇年代























































はわからないのですが、この三名人は有力な番組に出場しております。特に藤井芳松は生年が不明なものの明治一五年に亡くなって ますから 相当に古い方だと思います。この方のお孫さんがシテ方喜多流の藤井好人という方で、昭和五〇年前後のことで が、後見などによく出ていたのを見ております。小柄な方であ り貫禄はなかったものの、優しい顔をした綺麗なおじいさんというタイプの方でし 。　
和泉流には三宅庄市という方がいました。この方は藤
九郎を名のりません たが、三宅藤九郎家七世になっています。京都に住んで、金沢前田藩 役者でした。岩倉具視・三条実美・前田斉泰・前田利鬯という方々の引きもあったので けれども、野村与作をはじめとする和泉流の人は金沢前田藩から来た方が多く、大蔵流や鷺流のように武家式楽ではなかったので 大政奉還で天皇が東京へ移るのと軌を一にして京都から公家華族が上京すると、続いて和泉流の人たちも東京にやってくると
う、時代でもあったわけです。三宅庄市や野村与作という和泉流の名家の出身の方々が一つの復興期のエネルギーとなって盛り返していきました。　
この方々に続く狂言師に、大蔵流は和泉流ほど複雑で























という人の息子ですが、二歳のとき母親が二世茂山忠三郎良豊と再婚したの 、その長男として入籍します。その後、 に実子が生まれ 方が三世忠三郎になります。彌五郎さんは、た へんに強靱な、また非常にリアルな芸をなさった方です。　
一九五九年（昭和三四）四月号の『文藝春秋』に、舞





象なんかはありません。他の九人を知らない人はいないと思いますが、彌五郎を知ってる人がどれだけ たかはわからな 。それほど能や狂言の認知度は低かったんです。そういう人たちを抜いて彌五郎さんが一位になった。私はこの年、大学二年生でしたから、リアルタイムで『文藝春秋』を読んでいます。驚き した 「へェ、彌五郎さんてそんなにすご の」って。かろうじ 彌五郎さんの舞台を見始めた頃でし 。いいことだと思うんですよ。古典芸能、伝統芸能 いう枠 中ではなくて、他の九人と並 で現代に生きる演劇人として狂言の役者が選ばれたこ は。 も不思議な感じがするのも否めい。七人の選考者たちは本当に彌五郎の舞台を見続けていて評価した かどうか これは冗談半分の邪推が、多分、彌五郎さんをちゃ と認識し 自信を持って
129　　近代の狂言師たち




の芸で、ともに東京とは違 リアルな芸風の持ち主でありましたが、彌五郎さんに比べて千作さんの芸はあまり粘着質ではなく とても粋な感じがする の た。相当にリアルな芸をしてもあざとさを感じさせない、非常にすっきりとした嫌みのない芸だ 思いま 。彌五郎さんが庶民的で土臭いのとは対照的にいかにも京都風の洗練 れた芸でした。谷崎潤一郎がファンで「月と狂言師」という、優れた千作論でもある作品があります　
大蔵流には硬骨漢の三世山本東次郎さんがいました。








に書きましたが、三宅藤九郎さんから直にしみじみと聞いたことがあります。万蔵さんが亡くなった直後でしたが、 「明治の終わり頃からずっと大正・昭和と現在まいろんな狂言師がいるけれども、僕は兄貴が断然優れていると思いますねえ」と言うんです。兄弟ながらそれぞれの家を張って、個性と芸の主張の差 あり、必ずしも仲良し兄弟ではなかっ 。でも、そ いうふうにしみじみ「兄貴が断然優れている」と言われました もって六世万蔵という人の芸位の高さがわかると思いさんには軽妙洒脱と う定評 つ て回りました。しかし、じつはきわめて強靭な、堅い、強い力 いうものを秘めていて、それが年齢と もにほぐれてき の す。私は万蔵さんの六〇歳以後の芸しか知りませんが、六〇歳以前までは、自他共 認める堅い芸であったそうです。そして事実、軽妙洒脱と言われた きでも、根底には堅くて強い力があることを感じさせたもの す。　
三宅藤九郎さんはその弟で、万蔵さんはこの弟の芸
について「三宅は、親父そっくり」とよく言ってまた。 「そっくり」という言い方に否定的なニュアンスも




村万蔵の四人に共通して〈木六駄〉 映像が残 ています。 〈木六駄〉は、太郎冠者が一二匹の牛を追いながずっと雪の峠道を都から丹波まで行く。途中でや と峠の茶屋に着いて寒くて仕方がないから、酒を一杯飲みたい。そこで酒を所望すると、茶屋が酒を切らしていると答える れを聞いて絶望的な心境に るわけですね。すると茶屋が「太郎冠者、そこにあるのは何だ」と聞く
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と、 「ご主人の伯父のところに持っていく酒だ」 。 「それを飲めばいいじゃないか」と言うんですね。 「進上物の酒を飲むわけにはいか 」 「一杯ぐらい大丈夫だ、水を埋めておけばいいだろう」と言われて、酒を飲む場面になります。そこの場面については四人の映像を見比べてみました。　
彌五郎さんの映像は、彌五郎さんが太郎冠者、千作さ
んが茶屋をやっています。一三歳も彌五郎さんが年上で当時七〇代半ば、千作さんは六〇代後半です。東京の舞台では見られないよう 趣があって、関西の名優が二人でやっているという感じが ます。それでも千作さんと彌五郎さんとでは同じ関西な らかなり芸質が違うと思います。彌五郎さんのほうが粘着質 感じのリアリズムで、千作さんのほうがすっきりした感じでは いかと思います。特に千作さんは高音が綺麗で裏声を使って るんじゃないかと思うくらい すが、裏声 はなく、あいう高い声が出る方なん す。　
万蔵さんの映像は、太郎冠者が万蔵さんで茶屋を野村
万作さんが勤めて 彌五郎さんのリアリズムと
違って様式的に静かに演じています。ですが万蔵さんの作る独特の間、たとえば「いづれ沢山な内じゃによって一つなど飲むぶんは苦しゅうなけれども」と言い、ちょっと間を取ってから「あとがたぶつく」と言う。その間の取り方が微妙かつ絶妙で、そ うところで大に笑いを取った です。今、長男の萬さんも次男の万作さんも万蔵さんのお亡くなりになっ 歳をはるかに超えていますが、そういうことをしませんね。多分、父親の単なるまねを自ら禁じているのだろうと思います。　
東次郎さんの映像は、太郎冠者が東次郎さん、茶屋が




これで藤九郎さんの芸風を考えてみました。 〈無布施経〉のあらすじは、お坊さんが檀家の家にお経をあげに行って、お斎、つまり食事も終わって帰るときに、檀家の主人が毎月出すお布施を出し忘れているので、仕方なく帰りかけます。しかし、どうして 納得がいかなくて何遍か小戻りして、 「布施」を思い出 せようと思って お説法を聞かせる中に ふせ とい 言葉を織り込む ですが、な な 相手が気がつかないので、窮余 一策思いつく話です。施主 布施に気が かな ことに相当イライラしてくるのですが、そのへんの焦り 内向させた、心理的な機微が、しみじみと余韻のただよう演技を生んでいました。万蔵さん ほう 様式的で、藤九郎さんのほうが写実的な芸だと思います。　
不十分ながら五人の芸をご説明しましたが、要するに
個人差があります。役者に個人差があるのは当たり前ですが、能と違って、狂言は流儀の束縛 拘束力というものが弱いのですね。能の場合 シテ まわりに、地謡八人いて、お囃子がいて、謡の譜や舞の型がきち と決まっていますから、個人の芸風 差はあるとしても、譜
の通り謡わなければならない。譜の通り打たなければならない。シテはそれに合わせて舞うわけですから、観世流な 観世流、宝生流なら宝生流の芸は、こういうものだという一定の路線があります。その中での個人差になります。　
もちろん狂言にも謡が入り舞が入り囃子が入るものも





















二番目、三番目ぐらいの人が能の間に出ること 多いです。それには、修業の過程で語リを覚えなければならないという意味があります。しかし 非常に重要な能 間の場合は、狂言のシテをやるぐらいの一番上 人がわざわざアイをやることも少な ありません。質問
2　
狂言の小舞というのは、能の仕舞と似たような
ものなんでしょうか。たとえば、小舞〈七つになる子〉が酒盛りの場面に舞われるように、色々な狂言に様々な小舞 出てくるよう 思 ま ですので仕舞と小舞の差というものをご説明頂きた 思いま 。羽田
　
八月の公開講座で狂言師の石田幸雄さんがお話し




す。一例に、舞狂言という、能に似た、舞を中心にした演目があります。そ 一部を舞う〈蝉〉や〈蛸〉という小舞 のように能 仕舞に類似したケースもありますが、多くの場合、狂言 小舞は特定の狂言の一部ではなくて、独立した舞踊曲なんです。当時の民間で流行っていた、室町時代の流行歌謡 どを狂言小謡として謡い、その謡に乗せて舞を う。　
それから、能の仕舞を狂言の役者が取り入れて、狂言
















言の場合は、先ほど申し上げましたように、家の差や個人の差がとても強いものですので、こういうご質問はもっともなんですが 簡単に言います 今見てきた五人は明治三〇年代までのお生まれの方々ばか ですね。彌五郎さんはちょっと上 、明治の末頃から大正にかけて青春期を送り、修業した。そのお父さんに で遡れば江戸時代に生まれた人ですね。ですから良かれ悪しかれ、旧幕時代の、昔の芸を踏襲した方々です。　
その五人の息子さんたちは大正から昭和にかけてのお
生まれで、第二次世界大戦後に青春 迎えて、戦後の狂言界を牽引してきた方々です。四世千作さん 千之丞さん、萬さんと万作さん この四人は木下順二 の〈夕鶴〉とか、飯沢匡の新作狂言とか、武智鉄二演出 舞台
などに出て、他ジャンルとの共演もやりながら、戦後の新しい社会や芸術文化の洗礼も受けて、新しい時代の呼吸をしながら、それを自分の狂言の中にも取り入れていった。　
お父さんから教わった通りにやるんですけれども、ど










子または孫弟子ぐらいに当たる人たちを中心に、一部は一〇世野村又三郎門下の人々も入って、構成された団体です。仏具屋さんなどのご商売を手広くやっているような富裕層の方たちが兼業として狂言 やっていらしたのです。出演料なんかも狂言共同社に出資して、面・装束を保管しつつ、お互いに研鑽し合いながら続け きたわけですね。そこで 今も名古屋の能の会には、狂言共同社と野村又三郎家が、狂言方として出勤しています。　
今は、共同社の中から日本能楽会会員（重要無形文化
財保持者総合認定）も生まれて、専業の方もいらっ ゃいます。四世井上菊次郎さんと井上松次郎さん親子、佐藤友彦さんと佐藤融さん親子、 して大野弘之 、この方々は日本能楽会会員で専業の狂言方 す。　
最後に、ちょっと付け加えますと、先ほど申しました
ように茂山兄弟、野村兄弟の若い世代が中心に っ戦後に狂言が見直され、昭和三〇年前後に、狂言ブームと言われた時期 来て、狂言に人々 関心が集まった。
そのときに明治生まれの名人の五人が矍鑠としていらしたんですね。これは、狂言界にとってラッキーなことだっ わけです。三浦
　
それでは時間になりましたので、このあたりで講
座を終わりにしたいと思います。皆様、ご清聴、ありがとうございました。羽田先生、有意義なお話をありがとうございました。
